
 

 

修学旅行 ＳＤＧsとのつながり 
 

思い出に残る修学旅行は決して「楽しい」だけのものではありませんでした。これまで 79期生が

学んできたこととのつながり、沖縄での経験を SDGsと結びつけました。 

 

●民泊で大宜見村に泊まったとき、日本で一番長寿な村なんだよと教えてくれ

た。シークヮサーが名産で、認知症をおさえる効果があり、風邪を予防したり、

血糖値をの上昇を抑えるなど、健康につながる色々な効果があった！ 

 

    

●シークヮサー効果 

 疲労回復、免疫力向上、美肌、美白、生活習慣予防、血糖値上昇の抑制

など、健康によい成分が豊富に含まれている。 

実際に現地の方は皆元気でした。 

 

 

●最高の景色を見に長野橋がある山に行った帰り道の話です。一つの車が私た

ちの車の前に停まっていて、何かなと見ると、自然の湧き水が湧いていました。

飲んでみるととても軽くおいしかったのと同時に、こんなにおいしくて奇麗な

水を絶やしてはいけないと思いました。 

    

 

●民泊での体験では、貝殻やサンゴを使って工

作をしました。貝殻やサンゴを使うことでリサ

イクルを行うことが出来るし、自分もステキな

キーホルダーを作ることが出来た。民泊での体

験でもSDGsを感じることが出来た！ 

 

●沖縄の家だから、古民家みたいな家かなぁと思っていましたが、家に着くと

あらビックリ！コンクリートもろ出しのとても頑丈そうな家でした。 

民家の方に聞くと、「台風に備えるためだよ。この家もちょっと高いコンクリ

で出来ている」と言っていました。台風被害を大いに受ける沖縄県民のは試行

錯誤しているんだなぁと思いました。 

 

 

 

●やんばる国立公園では、沖縄の固有種である動植物の紹介や、それらを傷つ

けないようにという注意を呼びかける動画が流されていました。この動画を観

て、人間も動植物のおかげで生活できているから、自分たちもこの生き物を守

らないと！と思いました。このように学ぶ場があるだけでも人の意識や行動に

変化があることを感じました。 

 

●「カニ注意」という標識を見かけて、民泊の方から海から塀を登

ってきて、道路まで出てきてしまい、車にひかれてしまったりする

と聞きました。他にも「ヤンバルクイナ」の標識や、「カメ」などの

飛び出し注意の標識があると教えていただきました。動物を守るた

めにできることを考えたいと思いました。 

 

●民泊の最終日の朝に民家さんと大宜見村の海に行ったとき、最初に思った

ことが「キレイ」「音が癒される」など。しかし、周りを見渡すと疑問に思う

ことがありました。あちこちにペットボトルやビンの破片などがありました。

それを見て私たちは「このままでいいのかな」と思いました。そして、少し

の間ゴミ拾いをしようと決めました。10分間でいろいろなゴミを拾うことが

できました。少しですけど、キレイになったと思います。 

 

●民家の方は一日の中で、沖縄の動物の博物館、公園、三味線、琉装の着付

け、シークヮサーパーク、手料理など僕たちのために準備をしてくれました。 

しかもカレンダーを見てみると、次の日も他の学校から生徒が来ることを知

りました。そこで、「大変じゃないんですか」と尋ねると、「子供が楽しそう

にしているのが好きだから大変ではあるけど楽しいよ」とおっしゃっていま

した。僕はその時に、自分も自分の好きな仕事をしたいなと改めて思いまし 

  た。 

 

●国際通りでお土産を買いにお店に入ると、なんと商品の札が日本語だけで

なく、英語や中国語、韓国語など様々な言語で書かれていたので、観光客の

方にもわかりやすく、こんなところにも日本人のお・も・て・な・し があ

るんだな、と感動しました。 
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